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尾道市立高西中学校

改善計画

7月 1月

①生徒アンケート「授業
では、受け身にならず、
自立的に自分から進んで
学習に取り組んでいま
す」における肯定的評価

75% 79% 78% 105% A

○「自由進度学習」の全員実施と「自由進度学習」の考え方を活かした日々の授業展開
　今年度は、授業者全員による自由進度学習を実施し、学校全体で学校教育目標の「自立」に焦点を当てて取
組を進めることができた。生徒がそれぞれの課題に応じて、様々な選択肢や実験・体験ができるコーナーをも
とに、自己決定し自力解決を目指すことで「個別最適な学び」の充実を図った。教師が作成した学習環境であ
る「足場」をもとに、生徒が課題を乗り越える経験を積み重ねることで、生徒は着実に「自立した学習者」へ
歩みを進めた。一方で、アンケートによる達成度は大幅な変化が見られなかった。今後は、より一層、「自由
進度学習」の考え方を活かした日々の授業展開をもとに、カリキュラム全体で個別最適な学びに迫っていける
よう取り組んでいきたい。

②生徒アンケート「授業
では、友達と話し合う協
働して、自分の考えを深
めたり、広げたりしてい
ます」における肯定的評
価

90% 85% 86% 94% B

○協働学習の設定
自由進度学習においても、他者と協力しながら活動に取り組んだり、学習コーナーやＩＣＴ機器を活
用しお互いの意見を交流したりして、協働学習を仕組むことができた。自由進度学習においては、偶
発的に協働学習が見られる場面も多かったが、「深い学び」を実現するためにより意図的で効果的に
協働できる学習環境づくりに取り組みたい。また一斉授業においても、高西授業スタイルの見直しに
より、適切な場面で協働学習を仕組み、自身の考えを深めたり広げにたりできるような授業展開にし
ていきたい。

①②学力調査（１・２学
年は標準学力調査　3学年
は実力テスト）の全国差4
月からの変容
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○基礎学力の定着の課題
　学力診断問題(３年)において全国の平均に対して第１回から第５回の変容が国語が+3.2、数学が+4.7、英語
が+1.2、社会が+4.0、理科が-1.6という結果になった。３年生は、これまでの授業改善や基礎学力の定着を
目指した家庭学習の実施、それざれの進路実現に向けた取組や家庭学習の充実により、学力が定着してきてい
ることが分かる。標準学力調査（１年）において全国の平均に対して4月実施から1月実施の変容は、国語が
－0.4、数学が＋2.5、英語が＋5.4、社会が＋0.5、理科が＋2.9であった。授業のルーティン化により年間
を通して基礎学力の定着に努め、成果を得ることができた。標準学力調査（２年）においては、国語が＋
4.2、数学が＋0.1、英語が－0.5、社会が＋7.8、理科が＋1.2であった。視覚教材の活用による意欲を高め
る工夫や可視化、重要語句の定期的な確認により成果が見られた。一方で、得点率が３０％未満の生徒数につ
いては、大きな変容が見られなかったことが課題である。

③生徒アンケート「自分
の夢や目標、なりたい自
分に近づくために自ら進
んで努力することができ
ている」における肯定的
評価

80% 74% 69% 93% B

○「学びの地図」の作成といきかたナビゲーションの実施
　特別活動を軸として、全校学活、「学びの地図」による目標設定、そして「いきかたナビゲーショ
ン」を年間を通して計画的・系統的に実施することができた。生徒アンケートでは、約69％の生徒
が「なりたい自分」に近づくために努力できていると肯定的に回答している。上半期から５％減少し
てしまった要因として、３年生は受験を控えている時期であったこと、１・２年生は学校行事が終
わってしまい目的意識が薄くなってしまったことが考えられる。生徒の意欲が現象していることに目
を向け、継続的にキャリアカウンセリング等で、それぞれの思いに寄り添いながら「なりたい自分」
や小さな目標設定ができるよう支援していく必要がある。

○安心・安全な居場所づくりに向けて学級力向上プロジェクト、アセスの活用を軸
に取り組んできた。話し合いの進め方を確立していることで、生徒だけでなく教員
も目的や流れを把握できているため、学級間での差を少なし、学校全体で方向をそ
ろえて取り組むことができた。この土台を生かしながら、生徒・教員の多様性、そ
して強みと弱みを踏まえながらより組織的に取り組んでいく必要がある。

○ほっとルームの活用により個に応じた細やかな対応を学校全体として組織的に進
めることができた。対応については、校内の教員だけでなく、養護教諭、スクール
カウンセラーとの連携を引き続き続けていきながら、より専門的な視点で生徒支援
できるよう取り組みたい。

①信頼される学校
・子供に対する教育的愛情と教育に
対する使命感をもち、専門性を発揮
しながら組織の一員として学校教育
目標達成のための取組

『学校の働き方アンケー
ト』において、「教職員
間で業務の手助けなど、
互いに頼みやすい雰囲気
がある」と回答している
教職員の割合（23/26
人）→（25/28人）

88%

↓

89％

89.3% 89.3% 100% A

・目標数値は達成しているが、3名が頼みやすい雰囲気ではないと答えている。一人で抱え込まない
よう、主任・主事を中心に声掛けを今後も続けていく。達成感を感じることができるような取組につ
なげていく。

②学校全体として教育の質を高める
ワークスタイル
・業務の見直しとスリム化による時
間捻出による授業づくりの充実と質
の向上

③個人として教育の質を高めるワー
クスタイル
・それぞれの教員のライフステージ
やライフスタイルにあった働き方が
できるタイムマネジメントによる見
通しをもった計画的な職務の遂行と
ワークインライフの視点にたった豊
かな生活の実現

　

学校教育目標 自立・協働・創造　～静まるときは整然と　はじけるときは思い切り～

a 　ミッション 小中連携の推進による自立性・協働性の育成 a 　ビジョン 自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することのできる生徒の育成

l コメント m 改善案
ロ ハ

学校関係者評価

イ

・高西中学校が教育目標として掲げる、【自立・協働・創造　～静まるときは整然と　はじ
けるときは思い切り～】を、ほぼすべての教員、生徒が覚えていると伺い、とても素晴らし
いことだと思いました。目標はやはり原点です。子どもたちはもちろん、先生たちも、歩む
べき道に迷いができたときに、立ち戻る場所だと思っています。
今後も、子どもたち、先生と同じ方向を向いて、頑張っていただければ幸いです。
・「個別最適な学び」を軸とした「自由進度学習」「協働学習」に関してですが、前回は生徒
個々に合わせた学びに期待していると書きました。ひとつ懸念があるとすれば、まだ成長
途中の子どもたちが出す自身への自己評価が果たして妥当なのかという点です。アン
ケート結果にもあるとおり、この年代の子どもたちは授業に関しては受け身になる部分も
まだあると思います。自己評価をする際に、教員の皆様のフォローを出来る限りしてあげ
てほしいと思いました。
・数値は、あくまで平均値での表示なので、個々の学力の差は、判らない。　目標値は概
ね達成できているので評価できる。生徒は自分の目標又は未来像をしっかり描いている
ので今やるべき事を自認している。教育目標を先生同士が共有し、生徒指導を行っていく
事は、重要であるので、今後もこの取り組みを持続して頂きたい。
・「自由進度学習」の成果が、学校教育目標の「自立」に焦点を当てて取り組む事ができ
たという事なので、とても良かったと思います。引き続き取り組みをお願いします。
・学力調査では、とても良い結果で学力が定着しているようなので安心しました。

・自身の夢、なりたい未来像についても同様と思っています。中学生に自分の未来を現時
点で体現させるのは、大人でも出来ていない人がいる中、なかなかな酷なこととも思って
います。それがアンケート結果の69％に表れているのではと思います。ただ、この世界は
どのようなものがある、どのような人がいる、という【情報を「知る」】ということは子どもた
ちにとって、とても有意義なことだと思います。夢、未来に固執し過ぎず、生き方ナビゲー
ションなどの授業を通じて、子どもたちの学びを引き続きよろしくお願いいたします。
・「学びの地図」のいきナビもとても良い取組なので、引き続きよろしくお願い致します。
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①個別最適な学び

・逆向き単元構想図･指導案の作成
・授業の導入の工夫
・子どもの声に耳を傾けながらの授
業改善

②協働的な学び
・生徒理解に基づく学習集団の育成
・効果的な協働学習の設定

〈個別ベースと協働ベースを使い分
けた単元内自由進度学習の実施〉

③「いきかたナビゲーション（『い
きナビ』）」の実施
・キャリア・ログ「学びの地図」の
活用
・「なりたい自分」に近づくための
理想とするロールモデルとの出会い
の
　設定（キャリア講演会）

B

評価計画 自己評価
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○今年度は、単元内自由進度学習に授業者全員が挑戦し、主体的な学び
の実現を目指している。学力結果や得点群別集計結果から、学力面につ
いて全体で見ると成果が見られた一方で、生徒個別に見ていくと、得点
率が３０％未満の生徒の割合には大きな変化が見られなかった。個別最
適な学びを推進していく上で、再度その生徒に目を向け、丁寧な実態把
握と手立てについて再検討していく必要があると感じた。
授業づくりにおいては、授業者が一人で授業づくりに取り組むのではな
く、授業者を中心としてチームを編成し、チームで授業づくりを進める
ことができるよう取り組んでいる。その中で、ベテランや若手がそれぞ
れの持ち味や強みを発揮することができるよう組織的に研究を進めるこ
とができている。また、単元内自由進度学習のみに留まるのではなく、
日々の授業においても「選択肢」と「自己決定」を取り入れた授業を展
開し、生徒が主体的に授業と向き合い、「自分で」授業を進めていると
いう実感をもてるようにしていく。そして、「なぜ自由進度学習に取り
組むのか」「なぜ学ぶのか」といった問いに何度も向き合いながら、そ
の本質や目的に立ち返りながら取組を進めていくことで、将来に活きる
資質・能力の育成につなげていきたい。

○いきかたナビゲーションでは、さまざまな分野で活躍する方々の話を
聞くことで、生徒の目指すロールモデルとしての役割を果たし、自分の
生き方につなげることができるよう取り組んでいる。いきかたナビゲー
ションでの学びが「点」となり、将来につながる線となるよう継続的に
取組を進めていきたい。いきかたナビゲーションと並行して高西中学校
版キャリア・ログ「学びの地図」の活用により、キャリア教育の要とし
て取組、日々の教育活動全体を通して「なりたい自分」へ近づけるよう
取り組んでいく必要がある。「なりたい自分」を始め「学びの地図」に
ついては懇談などで保護者の方と共有を図っていきたい。
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・９月の評価時にも書かせていただいた、「ええじゃん」や「体育大会」など、子どもたちの
自主性や行動力、団結力が、「鶴羽ヶ丘音楽祭」のなかでも、随所に見られることができ、
高西の子どもたちの生き生きとした姿にとても心を動かされました。またクラスごとの個性
もしっかりとあり、担任の先生の色が出ていたようにも思います。ひるがえせば、担任の
先生次第で、子どもたちは何色にでも輝く、またくすぶることもある、と言えるのかもしれま
せん。高西の子どもたちがこのまま素直に育っていってほしいなと保護者として思いま
す。
・「学級の安心」の項目も、夏より５％伸びていることは喜ばしいことと思います。引き続き
の対応よろしくお願いします。

・SSR「ほっとルーム」 について
１度、会を欠席してしまっているので、失念しているかもしれませんが、SSR「ほっとルー
ム」の利用数状況を是非教えていただきたく思っています。また他校とのSSRについての
情報交換や勉強会を開催していたりするか、また教えてください。している場合は頻度、
内容をご教示ください。
・SSRに関しては、居心地の良い場所に留まらず、普通学級への復帰を目指して、取り組
んで頂きたい。　学校のスローガンである「静まるときは整然と　はじけるときは思いっき
り」が生徒によく浸透している。今後もメリハリのついた教育を進めて頂きたい。
・SSR「ほっとルーム」の活用の継続もよろしくお願い致します。

・学校活動に於いて、生徒自身に考えさせ実行させている取り組みにより、一体感、達成
感などの経験ができている。　生徒、保護者からも信頼度も高く、評価は適切である。
・「お互いの個性を認め合える集団の実現」に向けた風土を醸成することが出来たという
事で、鶴羽ヶ丘音楽祭でも大半が楽しかったというアンケート結果でとても成果を感じまし
た。生徒の安心・安全な居場所となる学校づくりの定着を引き続きよろしくお願い致しま
す。
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j 結果と課題の説明

k 二次評価

98%

A

○安心・安全な居場所づくりに向けた取組の継続と充実
　「主体的な学び」の実現に向けて必要不可欠となる、生徒一人一人が安心・安全に過ごすことができる居場
所づくりに向けて学校全体で取り組むことができた。日々の授業をはじめ、2学期は「鶴羽ヶ丘音楽祭」など
の教育活動において、生徒に寄り添い共感的・受容的な人間関係づくりを行うことで｢お互いの個性を認め合
える集団の実現｣に向けた風土を醸成することができた。鶴羽ヶ丘音楽祭実施後の生徒アンケートでは、「鶴
羽ヶ丘音楽祭は充実していた」についてアンケート項目では96.5％、「鶴羽ヶ丘音楽祭は楽しかった」につ
いては97.8％といずれも肯定的評価の割合が高かった。
　学級力アンケートでは、｢自分たちの学級が、安心して生活できる学級です｣において学校全体は、93％
（1学期比＋５％）であった。学級力アンケートをもとに話し合い活動をする取組を学校全体で行っているこ
とから、教員・生徒ともに共通意識のもと、取組ができたことが成果に繋がっていると考えられる。引き続
き、生徒の様子はもちろん、アンケートの個別の結果にも目を向け、子供達の心の声や思いを汲み取り、学級
経営に反映させていく営みを組織的に進めていく必要がある。また新年始めの校内研修では、校長より「教師
の心構え」についての講話があった。より信頼される学校づくりに向けて、教師としての「使命感」や「専門
性」についての重要性について学校全体で考え、教師としての「心構え」を大切にしていくことが、生徒の安
心・安全な居場所となる学校づくりに向けた第1歩となると考える。

○SSR｢ほっとルーム｣の活用による個に応じたきめ細やかな対応
　一昨年度より開設した｢ほっとルーム｣では、1学期に引き続き、教室に入ることや学校にくることが難しい
生徒など、ほっとルーム担当を中心に組織的にそれぞれの困り感や不安感に寄り添いながら、支援することが
できた。ほっとルームでの生活では本人の意思を尊重し、苦手なことに上手に付き合うこと、生徒一人一人と
向き合いながら考えることができるよう接している。今後もほっとルーム担当を中心として、学校全体として
学校に来にくい生徒へアプローチしていく。
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　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０ 【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。

・前回と同数の３名という数字が管理職である先生たちには重くのしかかっているかもし
れませんが、「課題の説明」に記してくださったことを実直に積み重ねていくことが大切な
のではないかと思います。様々な個性があり、大変かもしれませんが、先生方が向く方向
が一致していれば、子どもたちにも良い影響がでると思いますので、引き続きよろしくお
願いいたします。
・先生方の信頼関係は、職場の中だけで築くのは難しいとは思うが、中堅の先生方が若
い先生方の指導、サポートなどを通じて、相談できる先輩教師となって頂きたい。
・若い先生方もベテランの先生方からの技量を学んで、他校へ赴任したときに模範となる
べき先生像を期待します。
・教職員間での業務の手助けなど、互いに頼み易い雰囲気づくりが大半は出来ているよ
うですが、全員が達成できるよう引き続き取り組みをお願いします。そんな中でも、気持ち
は常に生徒ファーストでの取組をお願いします。

B

・時間割担当が授業の時数管理を早目に示すことで、授業準備など計画的に取り組むことのできる環
境づくりができている。また、5校時授業日を設定し、教材研究等の時間確保もできている。

・今取り組んでいることが生徒の成長につながっているという実感を感じることができるよう、日々
の生徒の姿について教職員同士での交流を引き続き行っていく。

・使命感と専門性についての研修を行い、教育の質を高めるワークスタイルについての意識を高め
た。

『学校の働き方アンケー
ト』において、「日々の
業務の中で充実感を得ら
れている」と回答してい
る教職員の割合

生
徒
指
導

(

支
援

)

の
充
実

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
え
る
集
団
の
実
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①生徒にとっての安心・安全な居場
所づくりと
　挨拶が溢れる学校
・お互いを支え合う集団づくりによ
る学級経営の充実
　「学級力向上プロジェクト」によ
る学級のカリマネ
　「モデルとしての教師」
　「肯定的評価・フィードバック」
・自己肯定感の涵養
　「アセスと学級力アンケートによ
る生徒支援」
・SSR「ほっとルーム」の活用
　「相談する力」の育成
　「自分の強みを知り生かす力」の
育成

①生徒アンケート「自分
たちの学級は、安心して
生活できる学級です」に
おける肯定的評価

90%

○鶴羽ヶ丘音楽祭を通した｢挑戦の機会｣の充実と｢感動体験｣の共有
　安心・安全な居場所づくりを基盤として鶴羽ヶ丘音楽祭では学校全体、そしてそれぞれの学級で取
組を進めた。今年度も、昨年度に引き続きしまなみ交流館で、多くの地域や保護者の方々に参観して
いただく中で盛大に開催することができた。昨年度の成功体験や先輩方の姿をもとに、学級のリー
ダーを中心に生徒主体で取り組むことができた。また、当日参加できない生徒も、それぞれができる
ことをしながら参加したり、オンラインで各学級の発表を聴くことで、学級の一員としてできる形で
の参加ができた。行事で培った力やつながりを日々の日常生活にどうつなげていくかについ今後の検
討課題である。

○学級経営のさらなる充実に向けて
　2学期も1学期同様に、学校教育目標の具現化に向けて、各担任が作成した学級経営計画に基づい
て学級経営を進めた。教師がどのようなビジョンを描くか、そのビジョンに基づいてそれぞれの専門
性や強みを活かすことができた面も多くあった。一方で、アンケートをとった後、パワーアップアク
ションを決めた後の学校全体の動きについて、再度教員の中で共有しておくことが必要であると感じ
た。さらに取組は教員・生徒に定着してきたが、取組がマンネリ化している一面も見られるので、再
度取組の目的、意義を教員・生徒共に確認して取組を進めていきたい。

②各行事への生徒満足度
（肯定的回答）

97% 109%

B93%

3

88%

B

②学校行事、生徒会活動等をはじめ
とした「挑戦の機会」の充実と「感
動体験」の共有
・生徒が主体となる自治的活動の推
進
　「リーダーを中心とした集団づく
りとフォロワーの育成」
　「生徒の笑顔、元気を引き出す仕
掛け」
・問題の発見と共有から始まるプロ
セスを大切にした取組
　「学級力向上プロジェクトの推
進」
　「各学級の状況に応じた学級活動
の実施」

90% 98% A

○一人で抱え込まないように、進捗状況の把握や職員室での様子をしっ
かりと見ていく。また、引き続き主任・主事を中心に声掛けを行ってい
き、相談しやすい人間関係づくりやチームづくりにつなげていき、信頼
関係を築いていく。

○引き続き「目指す生徒像」の育成に向けて、全職員で意識統一した取
組にしていく。

○引き続き、タイムマネジメントによる見通しをもった計画的な取組の
推進に取り組んでいく。

○｢静まるときは整然と　はじけるときは思い切り｣という学校教育目標のもと、目
指す生徒像の具現化に向けて取り組むことができた。先輩方の姿から「憧れ感」を
抱き、「あんな姿になりたい」という好循環が生まれていることもよき高西中学校
の伝統として根付きつつある。今後も、生徒一人一人が｢挑戦｣し｢感動体験｣を共有
できるよう、教員がモデルとなり導くことや、仲間と切磋琢磨する中で勇気をもっ
て踏み出すことができるよう取り組んでいきたい。また、その｢一歩｣を踏み出すこ
とができるよう、それぞれが安心して挑戦できたり、失敗できたりする居心地の良
い環境づくりを推進していきたい。

78.6% 82.1% 89%

様式1


